
―未活用建材の回収・管理・再流通モデル―

建築資材ロス削減と資源循環文化の創造



建築資材ロスとは？



40万ト

ン

ワンルームマンションの原状回復工事に換算

すると、なんと４００万室分に相当する。

埼玉県では年間2.5万トンロスが想定される。

新品未使用の建材の年間廃棄量想定

処分費用 人件費 環境負荷

日本の建築資材ロス問題



会社設立の目的

まだ使える建材を、

廃棄ではなく再流通させる選択肢をつくる



建築資材ロスを生む原因 は 「建築業界特有の商習慣」

建材特化型リユース市場が存在しない

過剰発注 廃盤商品 特注商品

建築資材ロスの原因

個別最適の積み重ねにより、未活用建材が発生しやすい構造に



余剰建材を買取回収し、アウトレット価格で

再販売することで処分以外の選択肢をつくる

社会課題の解決方法

①余剰買取回収 ②自社倉庫で保管管理 ③必要とする事業者・個人へ再流通



建材メーカー

工事会社など

顧客

t o C t o B

①買取回収

②買取代金

③資材購入

④購入代金

未活用建材の再流通モデル



650
トン以上

累計

実績値



埼玉県での活動と実績



関越道

圏央道

東北道

外環道

交通網・回収拠点・建物 プレイヤー

埼玉県での活動と実績

回収から販売、そして建物。役者がすべて揃っている地理的特徴

構 造 文 化



埼玉県での活動と実績

みんなで取り組むエシカルリノベーション P J



顧客ターゲットの分類

① t o C ( D I Y愛好者 )

② t o B (リフォーム業者 )

③ホームセンター

小規模の安価で手軽に利用できる建材を利用

中規模の建材を購入し、品質保証された建材が必要

資材館のアウトレットコーナーへ大ロット展開

ターゲティング



プロダクト



定価の

70%~80%

OFF

プライス



販売チャネル～ショールーム販売～



販売チャネル～公式LINE販売～



空間活用事例



埼玉県から始める！ 
 ＼未活用建材が循環するまちへ／

建築資材ロスを削減し、まだ使える資源が

次の現場・暮らしへ届く仕組みを広げていきます。
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